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今号の主な記事
教育委員会の教育目標と 
 

　　  平成19年度基本方針を策定 ……2面
あなたが主役の介護予防 ………………2面
早春の山都町へ行ってみませんか ……3面
投票所入場券整理券の 

 

　　　　　様式を変更します …………3面
情報マップ・健康ひとくちメモ ……4･5面

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

高齢者が、培ってきた豊かな

知識と経験を、社会活動に役

立てられるまちにしましょう。
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平
成
17
年
度
に
当
市
が
ご
み

処
理
に
使
っ
た
経
費
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
で
賄

わ
れ
て
い
る
ご
み
処
理
経
費
の

約
半
分
を
占
め
る
の
が
、
清
掃

工
場
（
小
平
・
村
山
・
大
和
衛

生
組
合
）
と
日
の
出
町
に
あ
る

最
終
処
分
場
（
東
京
た
ま
広
域

資
源
循
環
組
合
）
へ
の
負
担
金

で
す
（
表
１
参
照
）。
こ
の
負

担
金
は
、
主
に
各
市
か
ら
出
る

ご
み
の
量
に
応
じ
て
決
ま
る
こ

と
か
ら
、
ご
み
を
減
ら
せ
ば
、

そ
れ
だ
け
経
費
の
削
減
に
つ
な

が
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

ご
み
の
減
量
に
向
け
て
、
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
ご
み
を
出

さ
な
い
、
リ
ユ
ー
ス
：
繰
り
返

し
使
う
、
リ
サ
イ
ク
ル
：
資
源

と
し
て
活い

か
す
）
や
、
生
ご
み

の
水
切
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
７
３
５
ま
で
。

　

第
17
回
に
当
た
る
今
回
は
、

「
世
界
が
も
し
100
人
の
村
だ
っ

た
ら
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
池
田
香
代
子
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
、

昨
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で
募
集

し
た
男
女
共
同
参
画
川せ

ん

柳り
ゅ
う

入

賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
18
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
開
場
は

午
後
１
時
か
ら
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

▽
定
員　

280
人（
当
日
先
着
順
）

※
午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
（
無
料
、
１
人

１
枚
ま
で
、
整
理
券
が
な
い
と

入
場
で
き
ま
せ
ん
）。

▽
内
容

・
男
女
共
同
参
画
川
柳
入
賞
者

の
表
彰
式

　

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
で
は
、
分
別
収
集
や
リ
サ
イ

ク
ル
等
に
よ
る
ご
み
の
排
出
抑

制
の
大
切
さ
を
多
く
の
皆
さ
ん

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

東
大
和
市
、
小
平
市
、
武
蔵
村

山
市
か
ら
衛
生
組
合
に
搬
入
さ

れ
る
ご
み
の
分
析
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
別
に
家
庭
か
ら
出
た
不
燃
ご

み
を
大
き
な
シ
ー
ト
に
広
げ
、

一
つ
ひ
と
つ
分
類
し
て
い
く
も

の
で
す
。
調
査
を
通
じ
て
、
ご

み
に
関
し
て
色
々
な
こ
と
を
発

見
し
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
、
保
護
者
ま
た
は

責
任
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

▽
日
時　

３
月
24
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午

▽
集
合
場
所　

小
平
・
村
山
・

大
和
衛
生
組
合

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮

※
参
加
者
に
は
「
調
査
隊
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
事
前
に
郵
送
し
ま

す
。

※
傷
害
保
険
加
入
の
た
め
、
参

加
者
名
簿
を
保
険
会
社
に
提
供

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
☎
042

－

341

－

４
３

４
５
ま
た
は
ご
み
対
策
課
・
内

線
１
７
３
１
ま
で
。

　

南
街
公
民
館
を
利
用
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容
・
時
間

○
３
月
３
日
㈯

開
会
式
：
午
前
10
時
〜
10
時
30

分
／
展
示
：
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
／
発
表
：
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
７
時
／
模
擬
店
（
お
で

ん
、お
に
ぎ
り
、お
し
る
こ
、

花
鉢
、
福
祉
施
設
の
出
店
）

：
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

／
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
体
験〔
20
人（
申
込
順
）〕：

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
（
体
験
希
望
者
は
、

２
月
28
日
㈬
ま
で
に
材
料
費

300
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

○
３
月
４
日
㈰

展
示
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

／
発
表
：
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
／
う
ど
ん
作
り
体
験

〔
20
人
（
申
込
順
）、
エ
プ
ロ
ン

持
参
、
当
日
見
学
可
〕：
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
体
験
希
望
者

は
、
２
月
28
日
㈬
ま
で
に
材
料

費
300
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）
／
パ
ソ
コ
ン
で
名

刺
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
体
験
：

午
前
10
時
〜
正
午
（
当
日
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
）
／
模
擬
店

（
内
容
は
３
日
㈯
と
同
じ
）
：

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
／
閉

会
式
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
：
午
後

３
時
30
分
〜
４
時

○
３
日
㈯
・
４
日
㈰
の
両
日

お
も
ち
ゃ
病
院
〔
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
部

品
代
一
部
有
料
）〕
：
各
日
の

展
示
時
間
内

▽
申
込
み　

南
街
公
民
館
☎
564

－

２
７
７
１
ま
で
。

・
講
演
「
世
界
が
も
し
100
人
の

村
だ
っ
た
ら
〜
あ
な
た
も
こ
こ

に
生
き
て
い
ま
す
〜
」

▽
講
師　

池
田
香
代
子
氏
（
作

家
・
翻
訳
家
）

■
男
女
共
同
参
画
川
柳
展

　

男
女
共
同
参
画
川
柳
の
応
募

作
品
、全
258
句
を
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
20
日
㈫
〜
28
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
28
日
㈬
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

□
お
問
合
せ
は
、
市
民
生
活
課

・
内
線
１
７
１
２
ま
で
。

■
多
摩
の
戦
跡
〜
写
真
パ
ネ
ル

展
　

多
摩
地
域
に
は
今
で
も
数
多

く
の
戦
争
の
傷
跡
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
地
に
残
る
そ
れ
ら

の
戦
跡
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
17
日
㈯
・
18
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

旧
日
立
航
空
機
㈱
変

電
所
（
都
立
東
大
和
南
公
園
内

「
平
和
広
場
〈
通
称
〉」
前
、

左
上
図
参
照
）

■
自
然
観
察
会
「
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
」（
事
前
申
込
制
）

　

冬
の
狭
山
湖
で
野
鳥
観
察
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

３
月
４
日
㈰

▽
集
合　

午
前
９
時
：
「
西
武

球
場
前
」
駅
前
（
昼
に
解
散
予

定
で
す
）

▽
案
内　

大
庭
健
二
氏
（
都
市

鳥
研
究
会
幹
事
）、
柴
田
佳
秀
氏

（
日
本
鳥
学
会
会
員
）、
永
石

文
明
氏（
東
京
農
工
大
学
講
師
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡□
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
☎
567

－

４
８
０
０
ま
で
。
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皆さんも参加してみませんか

N

玉川上水駅

桜街道駅

■市民プール
■市民体育館

都立東大和南公園
桜が丘団地桜が丘団地桜が丘団地

←旧日立航空機
　㈱変電所

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル 平和広場〈通称〉
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���������ごみの減量に
　 ご協力ください
ごみの減量に
　 ご協力ください
ごみ減量の取り組みは
　　ひとつひとつの積み重ねが大切です
ごみ減量の取り組みは
　　ひとつひとつの積み重ねが大切です

ご
み
組
成

　

分
析
調
査
隊

隊
員
募
集

第
24
回

 

南
街
公
民
館

ま
つ
り

〜
わ
た
し
も
参
加

み
ん
な
と
参
加
〜

第
1717
回
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画

回
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

第
1717
回
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画

回
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　
　
　
　
　
　

第
17
回
東
大
和
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
越
し
く
だ
さ
い

郷
土
博
物
館
の

催
し
物

〈表１〉　　　　　　　ごみ処理経費
区 分 平成17年度

金　　　額
市民1人当たり
年 間 負 担 額

１世帯当たり
年 間 負 担 額

ごみ収集運搬等諸経費 5億4,314万円 6,703円 16,671円

負
担
金

清 掃 工 場 3億9,835万円 4,916円 12,227円

最 終 処 分 場 1億8,818万円 2,322円 5,776円

ご み 処 理 事 業 経 費 11億2,967万円
（11億9,173万円）

13,941円
（14,738円）

34,674円
（36,962円）

〈表２〉　　　　　　　　ごみ収集量
ごみの種類 平成17年度

処　理　量
平成16年度
処　理　量 比較増減 市民1人当たり

１日排出量
多摩地域1人当たり
１日排出量

可 燃 ご み 17,268ｔ 17,557ｔ △289ｔ 583.8ｇ 604.1ｇ
不 燃 ご み 3,811ｔ 3,829ｔ △18ｔ 128.8ｇ 81.5ｇ
粗 大 ご み 378ｔ 377ｔ 1ｔ 12.8ｇ 21.4ｇ
資 源 物 4,879ｔ 4,138ｔ 741ｔ 165.0ｇ 173.6ｇ
有 害 ご み 24ｔ 30ｔ △6ｔ 0.8ｇ 1.2ｇ
集 団 回 収 818ｔ 794ｔ 24ｔ 27.7ｇ 65.7ｇ
合　　計 27,178ｔ 26,725ｔ 453ｔ 918.9ｇ 947.5ｇ
※平成17年10月１日現在の人口81,033人（外国人登録を含む）、世帯数
32,579世帯。なお、端数処理のため数値が一致しない場合があります。
※（　）内の数値は平成16年度実績
※多摩地域１人当たり１日排出量は、平成17年10月１日現在の多摩全域の
人口（4,027,729人）で算出しています（東京市町村自治調査会「多摩地
域ごみ実態調査」による）。



　

認
知
症
、
寝
た
き
り
等
の
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
自

主
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
知
り
、

介
護
予
防
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
対
象　

介
護
予
防
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

〔
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
〕

　

教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
か

つ
個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
豊

か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形

成
者
と
し
て
自
主
的
精
神
に
み

ち
た
健
全
な
人
間
の
育
成
と
、

わ
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重

し
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

の
育
成
と
を
期
し
て
、
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
時
に
、
教
育
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
絶
え
ず
そ
の

あ
り
方
を
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
技
術
の
進
展
、
地
球
環
境

問
題
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
し
、

日
本
の
未
来
を
担
う
人
間
を
育

成
す
る
教
育
が
、
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

　

市
・
都
民
税
の
申
告
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
は
、

２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
ま
で

で
す
。
申
告
の
受
付
開
始
か
ら

数
日
間
と
申
告
期
限
間
近
は
、

受
付
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
ほ
か
の
日

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
市
・
都
民
税
の
申
告

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
：
市
役
所

会
議
棟
第
１
会
議
室

※
前
年
に
市
・
都
民
税
の
申
告

書
の
み
を
提
出
さ
れ
た
方
等
に

対
し
て「
市
民
税・都
民
税
の
申

告
書
」を
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
申
告
が
必
要

な
方
に
は
、
課
税
課
（
市
役
所

１
階
）、
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
告
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給

与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る

方
、
同
居
親
族
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告

▽
受
付
時
間
・
場
所　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
：
立
川
税
務
署

申
告
書
作
成
会
場
〔
立
川
市
高

▽
日
時　

３
月
６
日
㈫
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
１

時
受
付
開
始
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

下
地
惠
得
氏
（
東
村

山
い
き
い
き
シ
ニ
ア
代
表
）

▽
定
員　

30
人
程
度（
申
込
順
）

▽
申
込
み　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〜

介
護
保
険
制
度
・
介
護
予
防
通

所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〜

　

介
護
予
防
通
所
介
護
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
要

支
援
１
・
２
の
方
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
成
す
る
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

本
人
の
生
活
機
能
の
維
持
向
上

の
観
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
介
護
予
防
通
所
介
護
：
利
用

者
の
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上

の
た
め
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
に
通
所
し
て
、
入
浴
、

食
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
と
選
択
的
な
サ

ー
ビ
ス（
運
動
器
の
機
能
向
上
、

栄
養
改
善
、
口こ

う
く
う腔
機
能
の
向
上

な
ど
）
を
利
用
し
ま
す
。

②
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
：
利
用
者
の
生
活
機

能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
、

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
通

所
し
て
介
護
予
防
の
た
め
に
必

要
な
機
能
訓
練
、
入
浴
、
食
事

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
と
選
択
的
な

サ
ー
ビ
ス
（
運
動
器
の
機
能
向

上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の

向
上
な
ど
）
を
利
用
し
ま
す
。

※
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
の

サ
ー
ビ
ス
を
１
か
所
の
事
業
所

で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
選

択
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
事
業

所
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
介
護
予
防
の
基
本
的
な
考
え

方
】

　

一
人
ひ
と
り
の
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
要
介
護
状
態

と
な
ら
ず
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
利
用
者
本
人
の
主

体
的
な
取
り
組
み
と
自
己
決
定

を
尊
重
し
「
こ
う
な
り
た
い
」

「
こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
し
た

い
」
と
い
う
明
確
な
目
標
を
設

定
し
て
、
そ
れ
に
向
け
た
働
き

か
け
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
北
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
563

－

８
７
７
７
、
南
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
590

－

１
１
３
８
、

高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１
７
６

ま
で
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
ち
、

「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
生
活

文
化
都
市
東
大
和
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
以
下
の
「
教
育
目

標
」に
基
づ
き
、東
京
都
教
育
委

員
会
等
と
連
携
し
て
、
積
極
的

に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
東
大
和
市
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

知
性
、
感
性
、
道
徳
心
や
体
力

な
ど
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、

人
間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
い
、

○
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
思

い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る
人

間○
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
間

○
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、

個
性
と
創
造
力
豊
か
な
人
間
の

育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視
す

る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
生

涯
を
通
じ
て
、主
体
的
に
学
び
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
る
。

　

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、

学
校
及
び
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が

責
任
を
果
た
し
、
連
携
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、

す
べ
て
の
市
民
が
教
育
に
参
加

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

〔
平
成
19
年
度
教
育
委
員
会
の

基
本
方
針
〕

　

東
大
和
市
教
育
委
員
会
は
、

「
教
育
目
標
」
を
達
成
す
る
た

め
に
、
以
下
の
「
基
本
方
針
」

及
び
施
策
の
方
向
に
基
づ
き
、

多
摩
湖
と
狭
山
丘
陵
の
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
た
東
大
和
市
の

特
性
を
生
か
し
て
、
総
合
的
に

教
育
施
策
を
推
進
す
る
。

○
基
本
方
針
１　
「
人
権
尊
重

の
精
神
」
と
「
社
会
貢
献
の
精

神
」
の
育
成

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
人
権
尊

重
の
理
念
を
正
し
く
理
解
す
る

と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
心
や

社
会
生
活
の
基
本
的
ル
ー
ル
を

身
に
付
け
、
社
会
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
精
神
を
は
ぐ
く
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
人
権
教
育
及

び
心
の
教
育
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、社
会
体
験
や
自
然
体
験
、

交
流
活
動
な
ど
の
学
習
の
機
会

を
充
実
す
る
。

○
基
本
方
針
２　
「
豊
か
な
個

性
」
と
「
創
造
力
」
の
伸
長

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
技
術

が
進
展
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、

国
際
社
会
に
生
き
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
生
き
る
力
と

し
て
の
道
徳
性
、
社
会
性
、
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど

の
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
の
向
上
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
創
造
力

を
伸
ば
す
教
育
を
重
視
す
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
を
育
成
す
る
教
育
を
推

進
す
る
。

○
基
本
方
針
３　
「
生
涯
学
習
」

と
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

進
む
中
で
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
築
き
、
だ
れ
も
が
生
涯
を

通
じ
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自

由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
市
民
が

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

社
会
参
加
で
き
る
機
会
の
充
実

に
努
め
る
。

○
基
本
方
針
４　
「
市
民
の
教

育
参
加
」
と
「
学
校
経
営
の
改

革
」
の
推
進

　

21
世
紀
の
教
育
改
革
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
の
協
働
と
す
べ
て
の
市

民
の
教
育
参
加
を
進
め
、
市
民

感
覚
と
経
営
感
覚
を
よ
り
重
視

し
て
、
教
育
行
政
を
力
強
く
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
東
京
都
教
育

委
員
会
等
と
の
連
携
・
協
力
の

も
と
に
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
広
域
的
な
視
点
に
立
つ
教

育
行
政
を
進
め
る
と
と
も
に
、

効
率
的
で
透
明
性
の
高
い
開
か

れ
た
学
校
経
営
を
進
め
て
い
く
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
２
ま
で
。

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
人
形

劇
サ
ー
ク
ル
の
自
主
公
演
で
す
。

今
年
も
親
子
で
楽
し
め
る
内
容

で
す
。
お
楽
し
み
に
！

▽
日
時　

２
月
25
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
定
員　

200
人（
当
日
先
着
順
）

▽
出
演
団
体
・
演
目　

み
っ
く

す
じ
ゅ
ー
す
：
「
お
だ
ん
ご
パ

ン
」、
人
形
劇
団
雁か

り

：
「
と
ん

吉
と
カ
ラ
ス
」、
サ
ー
ク
ル
ス

プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
：
「
ネ
コ
く

ん
の
ふ
し
ぎ
な
夜
」

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
564

－

２
４
５
１
ま
で
。

松
町
２

－

16

－

13
：
大
盛
屋
ビ

ル（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）〕

※
記
入
済
み
の
所
得
税
申
告
書

は
市
役
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
告
書
は
、
立
川
税
務
署
、

市
役
所
課
税
課
、
清
原
市
民
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
市
・
都
民
税
出
張
受
付

　

２
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬
午
前

９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時

〜
４
時
：
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
休
日
の
申
告
受
付

　

平
日
の
申
告
が
難
し
い
方
の

た
め
に
、
市
・
都
民
税
申
告
及

び
所
得
税
申
告
の
休
日
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
市
・
都
民
税
の
申
告　

２
月

25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
：
市
役
所
会
議
棟
第
１
会

議
室

▽
所
得
税
の
確
定
申
告　

２
月

18
日
㈰
・
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
：
立
川
税
務
署
申
告

書
作
成
会
場

◎
申
告
書
の
郵
送
受
付

　

申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
ま
す
（
３
月
15
日

消
印
有
効
）。「
控
」
が
必
要
な

方
は
、
返
信
用
封
筒
と
切
手
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
先　

市
・
都
民
税
申
告

書
は
、
市
役
所
課
税
課
（
〒

207- 

8585
東
大
和
市
中
央
３

－

930
）。

確
定
申
告
書
は
、
立
川
税
務
署

（
〒
190- 

8565
立
川
市
高
松
町
２

－

26

－

12
）

□
市
・
都
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
、
市
役
所
課

税
課
・
内
線
１
０
５
４
ま
で
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
立
川

税
務
署
☎
523

－

１
１
８
１
へ
。

■
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
無

料
相
談
会

▽
日
時　

２
月
20
日
㈫
〜
23
日

㈮
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
（
受

け
付
け
は
11
時
ま
で
）、
午
後

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
３

時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
混
雑
の
程
度
に
よ
り
、
受
付

時
間
を
短
縮
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
所
得
、
相
続
税
、
贈
与

税
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
税
務
署
☎
523

－

１
１
８
１
へ
。

■
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
た
方

へ
　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
を
お
持
ち
の

方
が
、
現
在
の
耐
震
基
準
に
適

合
さ
せ
る
よ
う
一
定
の
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
翌
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
が
一
定
期
間
減

額
さ
れ
ま
す
。
減
額
の
適
用
を

受
け
る
に
は
、
工
事
完
了
後
３

か
月
以
内
に
所
定
の
書
類
と
と

も
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。
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����
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����
����
����あなたが主役のあなたが主役の
介護予防介護予防介護予防介護予防介護予防
東村山いきいきシニアの

活動を知ろう　！

◎
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
公
演

第
16
回
人
形
村
の

な
か
ま
た
ち

◎
市
・
都
民
税
、所
得
税

申
告
はお

早
め
に
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���教育

委
員
会
の
教
育
目
標

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

平
成
　
年
度
基
本
方
針
　
　
　

平
成
　
年
度
基
本
方
針
　
　
　

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
と

平
成
　
年
度
基
本
方
針

平
成
　
年
度
基
本
方
針
を
策
定

を
策
定

教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
と

平
成
　
年
度
基
本
方
針
を
策
定
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市
で
は
、
東
大
和
市
環
境
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
東
大
和
市

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
東
大
和
市
環
境
保
全
審
議

会
に
諮
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
平
成
18
年
７

月
26
日
に
中
間
答
申
を
行
い
、

そ
れ
を
受
け
た
市
は
環
境
基
本

計
画
の
素
案
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
を
さ
ら
に
検
討
し

た
審
議
会
で
は
１
月
19
日
、
市

　

姉
妹
都
市
の
福
島
県
喜
多
方

市
山
都
町
で
は
、
厳
冬
の
清
流

に
浸
し
、
寒
風
に
さ
ら
し
た
玄

ソ
バ
（
そ
ば
の
実
）
で
作
っ
た

そ
ば
を
味
わ
う
「
寒
晒ざ

ら

し
そ
ば

ま
つ
り
」
と
、
約
５
ha
の
福
寿

草
の
群
生
地
で
自
然
と
楽
し
む

「
福
寿
草
ま
つ
り
」
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

◎
寒
晒
し
そ
ば
ま
つ
り

▽
日
時　

３
月
24
日
㈯
〜
25
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

山
都
体
育
館

▽
参
加
費　

大
人
（
中
学
生
以

上
）
三
、
〇
〇
〇
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
）
二
、
〇
〇
〇
円

※
２
月
13
日
㈫
か
ら
山
都
町
商

工
会
が
発
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
相
談
・
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

大
和
南
保
育
園
☎
565

－

３
４
５

０
、
フ
ァ
ク
ス
566

－

５
７
５
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
。

■
誠
愛
保
育
園

○
オ
ー
プ
ン
デ
イ　

毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、
施
設
を
開
放

し
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

○
講
座
等

・
３
月
７
日
㈬
午
前
11
時
30
分

〜
11
時
45
分
：
誕
生
会
（
３
月

の
誕
生
児
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
す
）
／
事
前
予
約
制
（
３

月
５
日
㈪
ま
で
）

・
３
月
９
日
㈮
午
前
11
時
〜
11

時
30
分
：
育
児
講
座
「
リ
ト
ミ

ッ
ク
」（
親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
）
／
15
組
／
事
前
予

約
制
（
電
話
予
約
不
可
）

長
に
最
終
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え

て
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
中
間
答
申
、
最
終
答

申
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

７
２
２
ま
で
。

▽
日
時
・
場
所　

３
月
２
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時
：
奈
良
橋
市

民
セ
ン
タ
ー

▽
議
題　

障
害
福
祉
計
画
の
答

申
（案）
に
つ
い
て
ほ
か

▽
傍
聴
人
の
定
員　

10
人
以
内

▽
傍
聴
の
申
込
方
法　

当
日
直

接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

（
先
着
順
）。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
３
ま
で
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
第
88
条

に
基
づ
き
、平
成
18
年
度
に「
東

大
和
市
障
害
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。こ
の
計
画
は
、国
・

都
の
基
本
指
針
等
に
即
し
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援

及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
に
関
す
る
計
画
を
定
め

る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
（案）
に

つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間
・
場
所　

２
月
15

日
㈭
〜
２
月
20
日
㈫
：
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
を

記
入
の
う
え
、
２
月
20
日
㈫
ま

で
に
障
害
福
祉
課
（
〒
207- 

8585
東

大
和
市
中
央
３

－

930
、
フ
ァ
ク

ス
563

－

５
９
２
８
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スshogaifukushi@

cit
y.higashiyam

ato.lg.jp

）へ
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
個

別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

今
回
の
東
京
都
知
事
選
挙
か

ら
投
票
所
入
場
整
理
券
の
様
式

を
変
更
し
ま
す
。
今
ま
で
の
個

人
単
位
（
は
が
き
）
か
ら
世
帯

単
位
（
封
書
）
に
な
り
ま
す
。

封
筒
の
中
に
、
住
民
票
世
帯
の

単
位
で
東
大
和
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
投
票
所

入
場
整
理
券
を
封
入
し
て
送
付

し
ま
す
。

◎
市
議
・
市
長
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

　

東
大
和
市
議
会
議
員
及
び
東

大
和
市
長
選
挙
に
、
立
候
補
を

予
定
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
17
日
㈯
午
前
10

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
出
席
人
数　

立
候
補
予
定
者

１
人
に
つ
き
２
人
以
内

※
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

を
３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

□
お
問
合
せ
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
・
内
線
１
５
９
２

ま
で
。

◎
福
寿
草
ま
つ
り

▽
期
間　

３
月
25
日
㈰
〜
４
月

８
日
㈰

▽
場
所　

福
寿
草
の
里　

沼
ノ

平▽
内
容

・
３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜
：

開
会
式
（
鏡
開
き
、
飯い

い
で豊
権
現

太
鼓
、
大
正
琴
演
奏
会
）

・
期
間
中
は
、
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

□
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
山
都

町
商
工
会
☎
０
２
４
１
38
２
２

５
４
へ
。

【
喜
多
方
市
山
都
町
へ
の
主
な

交
通
の
ご
案
内
】

▽
電
車
利
用
の
場
合

・
東
京
駅
↓
（
東
北
新
幹
線
）

↓
郡
山
駅
↓
（
磐
越
西
線
）
↓

山
都
駅

・
浅
草
駅
↓
（
東
武
鉄
道
・
鬼

怒
川
温
泉
駅
経
由
）
↓
会
津
若

松
駅
↓（
磐
越
西
線
）↓
山
都
駅

▽
自
動
車
利
用
の
場
合　

所
沢

IC
↓
（
関
越
自
動
車
道
）
↓
大

泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
↓
（
東
京
外
環
自
動

車
道
）
↓
川
口
Ｊ
Ｃ
Ｔ
↓
（
東

北
自
動
車
道
）
↓
郡
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ

↓
（
磐
越
自
動
車
道
）
↓
会
津

坂
下
IC
↓（
一
般
道
）↓
山
都
町

　

安
全
で
衛
生
的
な
加
工
食
品

は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等

を
製
造
し
て
い
る
キ
ユ
ー
ピ
ー

の
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
期
日　

２
月
27
日
㈫

▽
集
合
・
解
散　

市
役
所
北
側

玄
関
前
：
午
前
８
時
20
分
集
合
、

午
後
３
時
解
散
予
定

▽
見
学
場
所　

キ
ユ
ー
ピ
ー
仙

川
工
場
（
調
布
市
仙
川
）

▽
定
員　

40
人
（
申
込
順
）

※
工
場
内
は
階
段
の
上
り
下
り

が
多
い
の
で
、
一
人
で
歩
け
な

い
お
子
さ
ん
の
ご
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月
22
日
㈭

▽
交
通　

市
の
大
型
バ
ス
を
使

用
し
ま
す
。

※
参
加
費
用
は
無
料
で
す
が
、

昼
食
は
深
大
寺
周
辺
に
て
各
自

お
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
で
は
、
子
ど

も
と
一
緒
に
の
ん
び
り
過
ご
し

た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
も
相
談
で
き
ま
す
。

■
大
和
南
保
育
園
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
」

○
オ
ー
プ
ン
デ
イ　

毎
週
火
・

木
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
セ
ン
タ
ー
と

園
庭
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
園

児
と
一
緒
に
遊
び
、
同
年
齢
、

異
年
齢
と
の
交
流
が
で
き
ま
す

（
事
前
予
約
制
）。

・
３
月
６
日
㈫
午
前
11
時
45
分

〜
正
午
：
小
さ
い
お
話

・
３
月
８
日
㈭
午
前
11
時
45
分

〜
正
午
：
わ
ら
べ
う
た

・
３
月
９
日
㈮
午
前
11
時
〜
11

時
15
分
：
わ
ら
べ
う
た

○
子
育
て
相
談　

子
育
て
に
関

す
る
悩
み
の
ほ
か
、
少
し
話
が

し
た
い
、な
ん
と
な
く
疲
れ
た
、

寂
し
い
な
ど
、
相
談
で
は
な
く

て
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ（
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
も
可
）。

○
育
児
体
験　

こ
れ
か
ら
出
産

を
迎
え
る
方
で
育
児
体
験
を
し

た
い
、
子
ど
も
に
触
れ
て
み
た

い
、
育
児
を
す
る
母
親
の
姿
を

見
た
い
な
ど
、
出
産
前
に
体
験

し
て
お
き
た
い
と
お
考
え
の
方
、

保
育
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

実
際
に
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う

こ
と
で
自
信
が
つ
い
た
り
、
育

児
の
楽
し
さ
を
知
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
す（
事
前
予
約
制
）。

○
出
前
保
育　

保
育
園
周
辺
に

出
か
け
、
年
長
児
と
一
緒
に
遊

び
ま
せ
ん
か
。
優
し
く
遊
ん
で

く
れ
ま
す（
事
前
予
約
不
要
）。

○
保
育
園
体
験　

こ
れ
か
ら
保

育
園
、
幼
稚
園
に
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
方
、
自
分
の
子
ど

も
と
同
年
齢
の
子
ど
も
の
様
子

を
見
て
み
た
い
、
ど
の
よ
う
な

声
か
け
を
し
て
い
る
か
聞
い
て

み
た
い
方
な
ど
、
実
際
に
保
育

室
に
入
り
体
験
し
ま
す
。
給
食

の
試
食
も
で
き
ま
す
（
１
日
３

人
、
１
食
300
円
）。

※
育
児
体
験
、
出
前
保
育
、
保

育
園
体
験
の
日
程
等
詳
細
は
お

　

育
児
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
親
子
で
の
手
遊

び
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
親

▽
期
日
・
場
所

・
３
月
７
日
㈬　

湖
畔
集
会
所

・
３
月
14
日
㈬　

清
水
集
会
所

・
３
月
28
日
㈬　

仲
原
集
会
所

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
（
予
約
は
不
要
で
す
）

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
「
か
る
が
も
」
☎
565

－

３
６
５
１
ま
で
。

▽
長
距
離
バ
ス
利
用
の
場
合

JR
新
宿
駅
新
南
口
↓
会
津
若
松

駅
↓（
会
津
若
松
駅
で
電
車〈
磐

越
西
線
〉
に
乗
り
換
え
）
↓
山

都
駅

■
姉
妹
都
市
交
流
促
進
補
助
金

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

喜
多
方
市
山
都
町
と
の
積
極
的

な
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市

民
の
方
が
山
都
町
内
の
宿
泊
施

設
を
利
用
し
た
場
合
、
宿
泊
費

の
一
部
（
二
、
〇
〇
〇
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

　

寒
晒
し
そ
ば
ま
つ
り
や
福
寿

草
ま
つ
り
等
で
宿
泊
施
設
を
ご

利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

出
発
日
の
10
日

前
ま
で
に
、
市
民
生
活
課
（
市

役
所
３
階
）
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
民
生
活
課
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
山
都

町
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
）
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

・
３
月
12
日
㈪
午
前
10
時
〜
正

午
：
製
作
「
手
づ
く
り
お
も
ち

ゃ
」（
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
引
っ

張
り
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
さ
ん
！
）

／
事
前
予
約
制
（
３
月
９
日
㈮

ま
で
）

・
３
月
26
日
㈪
正
午
〜
午
後
１

時
：
食
事
体
験
、
栄
養
士
と
の

懇
談
（
保
育
園
の
食
事
を
子
育

て
広
場
で
体
験
で
き
ま
す
。
実

費
負
担
あ
り
）
／
３
組
／
事
前

予
約
制
（
電
話
予
約
不
可
）

・
３
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
：
身
体

測
定
、
看
護
師
と
の
懇
談

○
子
育
て
相
談　

ち
ょ
っ
と
し

た
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
等
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
）

□
相
談
・
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

誠
愛
保
育
園
☎
563

－

３
９
９
０
、

フ
ァ
ク
ス
561

－

５
４
８
７
へ
。

○４月８日（日）：東京都知事選挙　○４月22日（日）：東大和市議会議員選挙及び市長選挙

◎
消
費
者
見
学
会

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
工
場
へ

行
き
ま
せ
ん
か

子
育
て
ひ
ろ
ば
で

の
ん
び
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

答
申
が
あ
り
ま
し
た

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

答
申
が
あ
り
ま
し
た

地
域
福
祉
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

障
害
福
祉
計
画
（案）
に

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談

か
る
が
も
相
談
室

投
票
所
入
場
整
理
券
の

様
式
を
変
更
し
ま
す

市役所☎563－2111（代）
東やまと市報東やまと市報２００７・２・１５❸



※
凡
例　

講
講
師
、
費
費
用
、

入
入
会
金
、
月
月
会
費
、
問
問

合
せ
、
申
申
込
み

□
編
み
物
講
習
会
「
連
続
モ
チ

ー
フ
編
ベ
ス
ト
」（
手
工
芸
連

盟
）
／
２
月
28
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
／
中
央
公
民
館
／
費

二
千
五
百
円
（
材
料
代
）
／
５

号
か
ぎ
針
、
と
じ
針
／
申
２
月

20
日
ま
で
に
大
河
原
562

－

１
３

２
２
へ
。

□
指
先
健
康
体
操
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
あ

く
し
ゅ
）
／
２
月
24
日
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
／
清
原
市

民
セ
ン
タ
ー
／
30
人（
申
込
順
）

／
茶
話
会
あ
り
／
講
坂
手
エ
イ

子
／
申
２
月
23
日
ま
で
に
た
す

け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ
あ
く
し
ゅ

567

－

２
６
２
１
へ
。

□
徳
永
二
男
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ

サ
イ
タ
ル
（
多
摩
友
の
会
）
／

３
月
10
日
午
後
２
時
開
演
（
１

時
30
分
開
場
）
／
ア
ミ
ュ
ー
た

ち
か
わ
／
予
定
演
奏
曲　

サ
ラ

サ
ー
テ
：
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
ほ
か
／
費
前
売
り
券
三
千

円
、
当
日
券
三
千
五
百
円
、
小

学
生
千
円
（
全
席
自
由
、
未
就

学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）
／
申
３
月
９
日
ま
で
に
山

崎
566

－

１
３
６
７
へ
。

□
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
お
い
し
い
お
は
な
し
）
／
小

学
３
年
生
以
上
／
３
月
11
日
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
／
中
央
図

書
館
／
30
人
（
当
日
先
着
順
）

／
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素

話
）
の
発
表
会
／
費
200
円
（
資

料
代
）
／
問
蓑
田
563

－

８
６
３

２
（
午
後
７
時
以
降
）

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
中
後
完
了
期
）

　

生
後
６
か
月
か
ら
１
歳
３
か

月
ま
で
の
乳
幼
児
の
保
護
者
／

３
月
７
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
20
人
（
申
込
順
）
／
保
育

室
の
用
意
が
あ
り
ま
す
／
離
乳

食
（
中
後
完
了
期
）
の
調
理
実

習
と
試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾き

ん

、
筆
記
用

具
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
／
３
月
１
日
㈭
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
／
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
ご
希
望
の
方
は
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／

母
子
健
康
手
帳

□
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
565

－
５

２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
、
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
現
金　

30
万
円

　

安
部
正
男

　

市
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
東
大
和
市
役
所
庁
舎
内
の
落

し
物

　

市
役
所
庁
舎
内
の
落
し
物
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
一
定

期
間（
１
年
間
）を
過
ぎ
た
物
は

処
分
し
ま
す
の
で
、
お
心
当
た

り
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／

総
務
課
・
内
線
１
３
１
１
ま
で
。

■
図
書
館
利
用
者
の
登
録
更
新

　

図
書
館
で
は
、
カ
ー
ド
番
号

が
０
０
０
８
０
０
０
０
3
〜
０

０
０
９
９
９
９
９
5
番
の
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

登
録
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
者
本
人
が
来
館
の
う
え
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
期
限　

９
月
30
日
㈰
／
持

ち
物　

①
現
在
お
持
ち
の
利
用

カ
ー
ド
②
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
が
記
載
さ
れ
た
身
分
証
明

書（
小
学
生
以
下
の
方
は
不
要
）

／
在
勤
・
在
学
の
方
は
、
身
分

証
明
書
の
ほ
か
に
在
勤
・
在
学

が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
／
中
央
図
書
館
☎
564

－
２
４

５
４
ま
で
。

■
高
校
・
高
専
へ
入
学
す
る
方

へ
〜
奨
学
金
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専

門
学
校
へ
の
修
学
が
困
難
な
方

の
た
め
に
、
修
学
に
必
要
な
学

資
金
（
奨
学
資
金
）
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学

校
に
入
学
す
る
方
で
、
平
成
18

年
10
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
市

内
に
住
所
が
あ
る
方
（
同
種
の

奨
学
金
を
ほ
か
か
ら
受
け
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

／
貸
付
額
（
年
額
）　

国
・
公

立
学
校
生
：
12
万
円
、
私
立
学

校
生
：
18
万
円
／
貸
付
期
間　

４
月
か
ら
正
規
の
修
業
期
間
ま

で
／
奨
学
金
の
償
還　

卒
業
後

20
年
以
内
に
、
年
賦
・
半
年
賦

・
月
賦
に
よ
り
償
還
／
利
子　

無
利
子
／
提
出
書
類　

貸
付
申

請
書
、
成
績
証
明
書
、
住
民
票

（
全
員
の
写
し
）、
源
泉
徴
収
票

等
平
成
18
年
分
の
収
入
証
明
書

（
家
族
の
中
で
収
入
の
あ
る
方

全
員
）
／
３
月
20
日
㈫
ま
で
に

学
務
課
（
市
役
所
５
階
）・
内

線
１
５
２
１
へ
。

■
東
大
和
市
史
資
料
編
・
東
大

和
市
史
好
評
販
売
中

　
「
東
大
和
市
史
資
料
編
」は
、

各
分
野
に
お
い
て
東
大
和
市
の

特
徴
的
な
歴
史
的
で
き
ご
と
を

一
巻
か
ら
十
巻
ま
で
に
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

・
第
一
巻
：
軍
需
工
場
と
基
地

と
人
び
と

・
第
二
巻
：
多
摩
湖
の
原
風
景

・
第
三
巻
：
発
掘
さ
れ
た
先
人

の
く
ら
し

・
第
四
巻
：
新
し
い
ま
ち
南
街

・
第
五
巻
：
狭
山
丘
陵
と
生
き

も
の
た
ち

・
第
六
巻
：
中
世
〜
近
世
か
ら

の
伝
言

・
第
七
巻
：
里
正
日
誌
の
世
界

・
第
八
巻
：
信
仰
の
す
が
た
と

造
形

・
第
九
巻
：
道
と
地
名
と
人
の

く
ら
し

・
第
十
巻
：
近
代
を
生
き
た
人

び
と

　

第
一
巻
〜
五
巻
：
各
一
、
五

〇
〇
円
、
第
六
巻
〜
十
巻
：
各

二
、
〇
〇
〇
円

　
「
東
大
和
市
史
」（
四
、
〇
〇

〇
円
）
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料

編
の
内
容
を
踏
ま
え
、
東
大
和

市
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
流
れ

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
い
ず

れ
も
、
社
会
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）、
郷
土
博
物
館
、
公
民

館
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
／

社
会
教
育
課
・
内
線
１
５
５
３

ま
で
。

■
市
民
記
者
募
集

　

行
政
に
か
か
わ
る
様
々
な
関

心
事
な
ど
を
取
材
し
、
市
報
の

「
市
民
記
者
レ
ポ
ー
ト
」
の
執

筆
を
担
当
す
る
市
民
記
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
活
動

中
の
事
故
に
備
え
て
、
保
険
に

加
入
し
ま
す
が
、無
報
酬
で
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
方
／
募
集
人
数　

６
人

以
内
／
活
動
期
間　

４
月
１
日

か
ら
１
年
間
／
応
募
方
法　

氏

名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
、

職
業
、
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
た
い

内
容
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
／
応
募
期
間　

２
月
15
日
㈭
〜
３
月
４
日
㈰

（
必
着
）
／
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
年
齢
、
地
域
性
な
ど
を

考
慮
の
う
え
、
選
考
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
／
応
募
先　

秘
書

広
報
課
（
〒
207- 

8585
東
大
和
市
中

央
３

－

930
、
フ
ァ
ク
ス
563

－

５

９
３
２
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kohhoh@
city.higashiy

am
ato.lg.jp

）
／
秘
書
広
報

課
・
内
線
１
４
１
１
ま
で
。

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
利

用
を

◎
小
口
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ

せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
で
す
。

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え

て
い
る
方　

①
個
人
の
場
合
：

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
さ
れ
、
都
内
で
１
年

以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
／

法
人
の
場
合
：
主
た
る
事
業
所

を
市
内
に
有
し
て
い
る
方
。
独

立
開
業
資
金
の
場
合
は
、
都
内

の
同
一
事
業
所
に
引
き
続
き
３

年
以
上
勤
務
し
、
そ
の
事
業
と

同
一
事
業
を
市
内
で
開
業
し
よ

う
と
す
る
方
②
従
業
員
20
人
以

下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５

人
以
下
）
③
市
税
を
完
納
し
て

い
る
こ
と
④
東
京
信
用
保
証
協

会
の
保
証
対
象
業
種
／
融
資
額

運
転
資
金
：
500
万
円
以
内
、
設

備
資
金
：
700
万
円
以
内
、
不
況

対
策
特
別
運
転
資
金
：
300
万
円

以
内
、
独
立
開
業
資
金
：
500
万

円
以
内
／
不
況
対
策
特
別
運
転

資
金
は
、
景
気
後
退
の
影
響
に

よ
り
事
業
継
続
に
支
障
を
来

し
、
最
近
３
か
月
間
ま
た
は
１

年
間
の
生
産
額
ま
た
は
売
上
高

が
前
年
同
期
と
比
較
し
て
10
％

以
上
減
少
し
た
た
め
に
、
不
安

定
に
な
っ
た
事
業
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
資
金
で
す
／
利
率

年
2.0
％
／
返
済
期
間　

運
転
資

金
：
５
年
以
内
、
設
備
資
金
：

７
年
以
内
、
不
況
対
策
特
別
運

■
習
熟
の
程
度
等
に
応
じ
た
少

人
数
学
習
指
導
員

▽
応
募
要
件　

小
学
校
１
種
・

２
種
全
科
若
し
く
は
中
学
校
１

種
・
２
種
数
学
科
教
員
免
許
状

を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

平
成
19
年
３
月
31
日
前
に
取
得

見
込
み
の
方

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
教
科　

算
数
ま
た
は
数
学
科

▽
勤
務
内
容　

少
人
数
授
業
に

お
け
る
算
数
ま
た
は
数
学
科
の

学
習
指
導

▽
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
１

日
５
時
間
以
内
、
週
５
日
で
29

時
間
以
内
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
学
校

長
が
指
定
し
た
時
間

▽
報
酬　

時
給
二
、
〇
〇
〇
円

※
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

■
学
校
図
書
館
指
導
員

▽
応
募
要
件　

司
書
教
諭
免
許

状
若
し
く
は
司
書
資
格
を
有
し
、

図
書
館
、
小
・
中
学
校
等
で
職

務
経
験
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
に

お
け
る
児
童
・
生
徒
へ
の
読
書

指
導
等

▽
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
１

日
４
時
間
以
内
、
週
５
日
で
20

時
間
以
内
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
学
校

長
が
指
定
し
た
時
間

▽
報
酬　

時
給
一
、
四
七
〇
円

※
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

【
共
通
事
項
】

▽
委
嘱
期
間　

平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
を
原
則
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
勤
務
の
状
況

に
よ
り
引
き
続
き
委
嘱
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽
勤
務
校　

東
大
和
市
立
小
学

校
ま
た
は
中
学
校

▽
選
考
日
時
・
内
容

・
１
次
試
験　

２
月
24
日
㈯
午

前
10
時
か
ら
：
論
文
試
験
及
び

書
類
選
考

・
２
次
試
験　

３
月
２
日
㈮
ま

た
は
５
日
㈪
午
後
５
時
30
分
か

ら
：
面
接
試
験
（
２
次
試
験
は

１
次
試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
の

み
実
施
し
ま
す
）

▽
募
集
要
項
の
配
布

・
配
布
期
限　

２
月
23
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

・
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

・
場
所　

指
導
室
（
市
役
所
５

階
）

▽
応
募
受
付　

２
月
15
日
㈭
〜

23
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
間
、
指
導
室

で
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）。

※
原
則
と
し
て
応
募
者
本
人
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
に

よ
る
受
け
付
け
を
希
望
の
場
合

は
、
事
前
に
指
導
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
受
験
票
及
び
資
格
証
の

写
し
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書

類
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

□
お
問
合
せ
は
、
指
導
室
・
内

線
１
５
３
２
ま
で
。

□
「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」
こ

ん
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

／
都
税
事
務
所
や
還
付
管
理
室

の
職
員
を
装
い
、「
還
付
金
が

あ
り
ま
す
」
と
言
葉
巧
み
に
だ

ま
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

預
払
機
）
を
操
作
さ
せ
よ
う
と

す
る
事
例
（
手
口
）
が
多
発
し

て
い
ま
す
。主
税
局
の
職
員
は
、

還
付
金
を
お
渡
し
す
る
た
め
に

電
話
で
預
金
口
座
を
聞
き
出
し

た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

に
感
じ
た
ら
即
答
せ
ず
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
／
問
立
川
都
税
事

　保
　
健

保
　
健

　保
　
健

保
　
健

　保
　
健

市
民
情
報

市
民
情
報

市
民
情
報

官
公
署
だ
よ
り

官
公
署
だ
よ
り

官
公
署
だ
よ
り

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

嘱
託
員
を

募
集
し
ま
す
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務
所
523

－

３
１
７
１

□
無
料
法
律
相
談
会
（
東
京
三

弁
護
士
会
多
摩
支
部
）
／
３
月

３
日
午
後
１
時
〜
４
時
／
東
大

和
市
立
中
央
公
民
館
／
24
人

（
申
込
順
、
申
し
込
み
は
２
月

19
日
〜
28
日
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
、
☎
042

－

645

－

９
４

５
１
）
／
問
東
京
三
弁
護
士
会

多
摩
支
部
042

－

645

－

４
５
４
０

□
青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
／
内
閣
府
で
は
、

平
成
19
年
度
に
実
施
す
る
国
際

交
流
事
業
（
国
際
青
年
育
成
交

流
、
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交

流
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
、
世
界
青
年
の
船
、
東
南
ア

ジ
ア
青
年
の
船
）
の
参
加
青
年

転
資
金
：
５
年
以
内
、
独
立
開

業
資
金
：
５
年
以
内
／
返
済
期

間
に
は
、
６
か
月
以
内
の
据
置

期
間
を
含
み
ま
す
／
保
証　

東

京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
必

要
で
す
（
法
人
の
場
合
、
代
表

者
個
人
の
保
証
も
必
要
と
な
り

ま
す
）。
独
立
開
業
資
金
の
場
合

は
、
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要

で
す
。
な
お
、
保
証
料
は
市
で

３
分
の
１
の
額
を
負
担
し
ま
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
、
生
活
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
で
す
。

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え

て
い
る
方　

①
市
内
に
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
方
で
、
同
一

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
、

今
後
も
引
き
続
き
勤
務
す
る
方

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
あ
り
、

返
済
能
力
を
有
す
る
方
④
現
に

こ
の
融
資
を
受
け
て
い
な
い
方

／
融
資
額　

一
万
円
を
単
位
と

し
、
教
育
資
金
、
医
療
・
出
産

資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金
に
つ
い

て
は
80
万
円
以
内
。
住
宅
等
補

修
資
金
に
つ
い
て
は
100
万
円
以

内
／
利
率　

年
1.8
％
／
返
済
期

間
５
年
以
内

□
お
問
合
せ
は
、
産
業
振
興
課

・
内
線
１
０
７
１
ま
で
。

■
体
育
協
会
〜
歩
こ
う
会
に
ご

参
加
を
！

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
完
歩
で
き
る
体
力
の
あ
る

方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
／
３
月
11
日
㈰
（
雨
天
の

場
合
は
18
日
㈰
、
さ
ら
に
雨
天

の
場
合
は
25
日
㈰
に
順
延
）
／

集
合
・
出
発　

午
前
９
時
：
中

央
公
民
館
前
広
場
集
合
、
９
時

30
分
：
出
発
／
コ
ー
ス　

①
多

摩
湖
周
回
コ
ー
ス（
約
17
㎞
）：

中
央
公
民
館
前
広
場
↓
い
ち
ょ

う
通
り
↓
八
幡
神
社
↓
多
摩
湖

自
転
車
道
↓
狭
山
公
園
入
り
口

↓
狭
山
公
園
北
↓
多
摩
湖
橋
↓

か
ぶ
と
橋
↓
鹿
島
橋
↓
多
摩
湖

自
転
車
道
↓
八
幡
神
社
↓
い
ち

ょ
う
通
り
↓
中
央
公
民
館
前
広

場
（
ゴ
ー
ル
）
②
中
堤
防
コ
ー

ス
（
約
12
㎞
）
：
中
央
公
民
館

前
広
場
↓
い
ち
ょ
う
通
り
↓
八

幡
神
社
↓
多
摩
湖
自
転
車
道
↓

狭
山
公
園
入
り
口
↓
狭
山
公
園

北
↓
多
摩
湖
橋
下
↓
中
堤
防
下

側
歩
道
↓
鹿
島
橋
下
↓
多
摩
湖

自
転
車
道
↓
八
幡
神
社
↓
い
ち

ょ
う
通
り
↓
中
央
公
民
館
前
広

場
（
ゴ
ー
ル
）
／
到
着
制
限
時

間　

午
後
２
時
30
分
／
500
人

（
申
込
順
）
／
参
加
費　

無
料

（
食
べ
物
等
は
各
自
持
参
）
／

主
催　

東
大
和
市
体
育
協
会
／

申
込
み　

３
月
９
日
㈮
ま
で
に

市
民
体
育
館
☎
566

－

３
５
３
１

へ
希
望
の
コ
ー
ス
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
／
詳
し
く
は
２
月

末
発
行
の
「
体
協
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

仕
事
の
受
注
と
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
共
的

団
体
で
、依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
、

知
識
や
経
験
豊
か
な
高
齢
者
が

責
任
を
持
っ
て
引
き
受
け
ま
す
。

な
お
、
料
金
は
仕
事
の
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

仕
事
の
内
容　

軽
作
業
分
野
：

除
草
、
屋
内
外
の
清
掃
な
ど
、

技
能
分
野
：
庭
木
の
手
入
れ
、

ふ
す
ま
や
障
子
の
張
り
替
え
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
：
家
事
手

伝
い
、
犬
の
散
歩
な
ど
、
事
務

分
野
：
一
般
事
務
、
あ
て
名
書

き
、
賞
状
書
き
な
ど
、
管
理
分

野
：
施
設
管
理
な
ど
、
外
交
・

折
衝
分
野
：
チ
ラ
シ
配
布
、
店

番
、電
話
番
な
ど
／
そ
の
ほ
か
、

市
内
在
住
・
在
勤
の
お
お
む
ね

20
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
有
料
で
開
催

し
て
い
ま
す
／
㈳
東
大
和
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
565

－

０
５
３
１
へ
。

■
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

（
修
学
資
金
）
の
ご
案
内

　

生
活
福
祉
資
金
は
、
金
融
機

関
や
公
的
貸
付
制
度
か
ら
の
借

り
入
れ
が
困
難
な
世
帯
へ
目
的

に
応
じ
た
資
金
を
貸
し
付
け
、

そ
の
世
帯
の
生
活
の
安
定
と
経

済
的
自
立
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

で
は
修
学
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
高
校
、
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
専

修
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
金

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
平
成
19

年
４
月
か
ら
の
進
学
を
予
定
し

借
り
入
れ
を
希
望
す
る
場
合
は
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
借
り
入
れ
に
は
一
定

の
条
件
、
必
要
書
類
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉

協
議
会
☎
564

－

０
０
１
２
へ
。

■
天
ぷ
ら
油
火
災
に
ご
用
心

　

天
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
調
理

中
の
火
災
が
急
増
傾
向
に
あ
り
、

東
京
都
内
で
は
平
成
17
年
中
に

413
件
発
生
し
、
過
去
最
多
で
し

た
。
北
多
摩
西
部
消
防
署
管
内

（
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
の

両
市
）
の
天
ぷ
ら
油
火
災
は
、

平
成
17
年
中
に
５
件
発
生
し
、

平
成
18
年
中
も
４
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
天

ぷ
ら
油
で
の
調
理
中
や
、
使
用

済
み
の
油
を
処
分
す
る
た
め
の

再
加
熱
中
に
油
温
度
が
上
昇
し

て
発
火
し
た
も
の
で
す
。
火
力

と
放
熱
の
関
係
は
あ
り
ま
す
が
、

天
ぷ
ら
油
は
、
た
と
え
弱
火
で

も
油
温
度
は
上
昇
し
続
け
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
調
理
中
は
ガ
ス

テ
ー
ブ
ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
来
客
や

電
話
な
ど
、
つ
い
そ
の
場
を
離

れ
て
い
る
間
に
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
調
理
中
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
こ
と
と
、
離
れ
る

時
は
必
ず
火
を
消
す
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
／
北
多
摩
西
部

消
防
署
☎
565

－

０
１
１
９
へ
。

　

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）
の

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▽
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
空
き
家
）

単
身
者
向　

清
原
２

－

１
（
１

階
）
：
１
戸
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

▽
申
込
資
格
（
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と
）　

①
申
込
者

本
人
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
親

族
と
同
居
し
て
い
な
い
単
身
者

で
あ
る
こ
と
②
市
内
に
３
年
以

上
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と

が
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
で
証
明

で
き
る
こ
と
（
外
国
人
に
つ
い

て
は
、
こ
の
ほ
か
に
在
留
資
格

が
確
認
で
き
る
こ
と
）
③
所
得

が
東
京
都
の
定
め
る
基
準
内
で

あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ
て
い

る
こ
と

▽
申
込
用
紙
の
配
布　

２
月
15

日
㈭
〜
22
日
㈭
①
市
民
生
活
課

（
市
役
所
３
階
）
：
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
は
除
く
）
②
市
民
セ
ン
タ
ー

：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

▽
申
込
受
付　

申
込
用
紙
の
配

布
期
間
中
に
市
民
生
活
課
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。

（
18
〜
30
歳
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
／
問
東
京
都
教
育
庁
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
社
会
教
育
課

03

－

５
３
２
０

－

６
８
５
９

□
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
19
年
度
入

学
生
・
受
講
者
募
集
／
①
高
等

学
校
普
通
科
（
３
年
で
高
校
卒

業
資
格
取
得
）
②
高
等
学
校
選

科
（
修
得
科
目
は
高
卒
認
定
試

験
の
受
験
免
除
）
③
専
攻
科
社

会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
士

受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）
④

生
涯
学
習
通
信
講
座
／
募
集
期

限　

①
②
４
月
20
日
③
３
月
１

日
④
通
年
申
込
受
付
／
案
内
書

請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１

２
０
⑥
８
８
８
１
／
問
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
572

－

３
１
５
１

さ
い
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
３
ま
で
。

　

仕
事
な
ど
で
昼
間
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
休
日
並
び
に
夜
間
の
臨
時

収
納
窓
口
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
税
・
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
方
法
に
は
、
簡
単

で
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、

納
税
課
窓
口
（
市
役
所
１
階
）

及
び
市
内
の
金
融
機
関
に
置
い

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

あ な た の 税 が 住 み 良 い 街 を 築 き ま す

自殺について
　高等動物の人間は、自己の意志によって
命を絶つ行為『自殺』を実行する唯一の動
物です。日本人の自殺は毎年約３万数千人
で、交通事故での年間死亡数の約５倍です。
国もその防止に力を入れていますが、昨年
はいじめを苦にした若年者の自殺報道も多
くありました。
　本当に死を望んでの自殺なのか、生きる
希望をなくして現実からの逃避なのか、そ
の誘因は様々でしょう。また過剰な報道で
連鎖反応的に自殺が増加する事態も生じて
います。他人の自殺願望を知ったなら、そ
れを止める努力をすべきです。具体的に自
殺の危険因子を挙げてみましょう。
【自殺者の心理状態】すべてがうつ病と結
びつくわけではありませんが、平穏な精神
状態で自殺を実行することは難しく、うつ
状態あるいは判断力を欠く精神混乱状態で
あることが多いのです。
【自殺の危険因子】自殺予防の十箇条を確
認し、事前に自殺願望の存在を知ることが
大事です。①うつ病症状の出現②長期の身
体不調③飲酒量の増大④問題行動の増加⑤
過労、トラブルの存在⑥心理的サポートの
乏しい環境⑦喪失体験⑧重い身体疾患の
罹（り）患⑨自殺を示唆する言動⑩自殺未遂
歴の有無〔高橋祥友「自殺の予兆．職場に
おける自殺の予防と対策，中央労働災害防
止協会（厚生労働省），2001」より引用〕
【自殺の防止について】自殺を相談されたら
話を聞いてあげることです。自分の気持ち
に共感する人がいることは、気持ちに余裕
が出てきます。助言としては「死んではいけ
ない」と繰り返すより自殺行為のブレーキ
になる実例を挙げ、説得ではなく話し合う
ことです。自殺者の葬儀で泣き崩れる身内
の姿、残された家族や友人たちに与える苦
悩や迷惑。死んだら楽になると思っても、そ
の楽を感じる自分がいない。ゲームと違っ
てリセットできない。自殺する勇気があれ
ば生きてやり直せないのか。死後の世界を
考えるのは構わなくても、それは天寿を全
うした日に確認できるものだから決して急
がないことです。また明日も話そうねと約
束して自殺の機会を先延ばしにすることな
どが大事です。 ＜社団法人東大和市医師会＞
　健康に関する相談・お問い合わせは、市
立保健センター☎565-5211まで。

午
後
5
時
30
分

午
後
7
時

納
　
税
　
課

 

（
市
役
所
1
階
）

2
月
26
日
（月）

2
月
28
日
（水）

開
設
日

時

　

間

場
　
　
所

〜
〜

午
前
9
時

午
後
4
時

納
　
税
　
課

 

（
市
役
所
1
階
）

2
月
25
日
（日）

開
設
日

時

　

間

場
　
　
所

〜

〈
休
日
の
臨
時
収
納
窓
口
〉

〈
夜
間
の
臨
時
収
納
窓
口
〉 《今月の納期》

納期限　２月28日（水）
・市・都民税 随時期
・固定資産税・都市計画税 第4期
・国民健康保険税 第8期
・介護保険料 第8期
　（介護保険料のお問い合わせは、高齢介護課・内線 1171 まで ）

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税

臨
時
収
納
窓
口
を

開
設
し
ま
す

都
営
住
宅

（
地
元
割
当
）

入
居
者
募
集

市役所☎563－2111（代）
東やまと市報東やまと市報２００７・２・１５❺
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
は
納
め
忘
れ
が
な
く
確
実
で
、

お
得
な
「
口
座
振
替
」
を
お
勧

め
し
ま
す
。
口
座
振
替
制
度
に

は
１
年
分
・
半
年
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
払
い
を
す
る
前
納
制

度
や
当
月
末
に
引
き
落
と
し
を

す
る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
年
分
（
平
成
19
年

４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま

で
）
や
半
年
分
（
平
成
19
年
４

月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
）
の
ま

と
め
払
い
の
申
し
込
み
を
さ
れ

る
場
合
は
、
平
成
19
年
２
月
中

に
申
請
が
必
要
で
す
（
金
融
機

関
等
で
は
、
３
月
中
の
申
請
の

場
合
、
引
き
落
と
し
が
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
）。

　

手
続
き
は
、
国
民
年
金
口
座

振
替
納
付
書
（
変
更
）
申
出
書

を
金
融
機
関
・
郵
便
局
（
年
金

手
帳
、通
帳
、届
出
印
を
持
参
）

ま
た
は
、
立
川
社
会
保
険
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
電
話
に
よ
る
年
金
相
談
（
請

求
な
ど
）
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

相
談
の
内
容
に
よ
り
電
話
番

号
が
異
な
り
ま
す
。

・
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
：
☎

０
５
７
０
⑤
１
１
６
５

・
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相

談
：
☎
０
５
７
０
⑦
１
１
６
５

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
で
す
。

※
電
話
機
に
よ
っ
て
は
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ほ

か
の
電
話
機
か
ら
か
け
直
し
て

い
た
だ
く
か
、
立
川
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す

　

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
所
得
の
申
告
の
際
に
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、社
会
保
険
庁
で
は
、

昨
年
11
月
に
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
年
の
途
中
加
入
の

た
め
、
保
険
料
の
納
付
が
10
月

以
降
の
場
合
に
は
、
２
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。
申
告
を
行
う
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

（
問
い
合
わ
せ
専
用
☎
０
５
７

０
00
９
９
１
１
）。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納

付
制
度
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
申

請
し
て
、
４
分
の
１
納
付
、
半

額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
の

「
一
部
納
付
」
が
承
認
さ
れ
た

場
合
は
、
一
部
保
険
料
を
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
一
部
保
険
料
が
納

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
未

納
期
間
扱
い
と
な
り
、
受
給
資

格
期
間
や
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
お
問
合
せ
は
、
立
川
社
会
保

険
事
務
所
☎
523

－

０
３
５
１
、

東
大
和
市
役
所
保
険
年
金
課
・

内
線
１
０
２
５
ま
で
。

心のオアシスへのお誘い…

　白く高い天井のライトが細く消え、輝く舞台
の袖

そで

から世界的なオペラ歌手の佐藤しのぶさん
が現れると、目

ま ば ゆ

映いばかりのその姿に満席の観
客は息をのみ、時も忘れ、奏でるようなその歌
声に聴き入っていました。
　市民要望から約16年の歳月をかけ建設された
ハミングホールも、まもなく誕生から７年目を
迎えます。多摩地域の会館には今までなかった
メーカーのピアノなど各種設備や、７種の施設
を比較的手軽な料金で利用できます。
　座席を可動収納してワンフロアーにする機能
を生かした小ホールを、発表会、ダンス、コン
サートなどの憩いの場として利用された方も多
いと思います。ピアニストのルイ・レーリング
さんは、音響とスタンウエイというピアノが気
に入られて、ＣＤを小ホールで録音しています。
　抜群の音響を生かした大ホールでは、皆さん
のアンケートで人気だった森山良子さんをはじ
め、著名な方々を数多く招いたコンサートや演
劇、映画、各種行事などの色々な演目が行われ
ています。もしも、一緒に来た子どもが途中で
ぐずってしまったら、大ホールにある親子鑑賞
室という部屋で舞台の続きを気兼ねなく楽しむ
ことができます。ガラスの窓から正面に舞台が
見え、臨場感あふれる音も聴こえます。
　エントランスホールでは、無料のロビーコン
サートが音大生や多岐にわたるジャンルの芸術
家の方々により月に一度行われ、聴きにいらし
たすべての方々を楽しませています。目の前の
階段３段上ったフロアーに広がる夢の世界です。
　皆さんの歩いていける距離に、自分の可能性
を広げる施設があります。
毎月１日の市報に挟まれ
たホールのスケジュール
から、皆さんの心のオア
シスを探してください。

（平成18年度市民記者　福代江理香）

ホールサポーター募集！
　ハミングホールの自主事業
で、オレンジのスカーフがト
レードマークの「ホールサポ
ーター」が活躍しているのを
ご存じでしょうか。
　ハミングホールでは、市民
から愛され、親しまれ、利用
される施設とするため、ホー
ルを支えるスタッフ「ホール
サポーター」に接客業務の支
援を行っていただいています。
この制度は、皆さんがホール
を支え、活躍していただくも
のです。
　平成19年度から一緒に活動
していただける方を募集しま
すので、ハミングホールに関
心のある方は、ぜひご応募く
ださい。
※応募用紙はハミングホール、
市役所ロビー、市民センター、
公民館に置いてあります。
◇応募資格　市内在住・在勤
の18歳以上で健康な方（１事
業は４時間以上で、ほとんど
立ち仕事になります）
◇活動内容　自主事業時の接
客業務（チケットのもぎり、
座席案内、ドア係等）のほか、
サポーター会議に参加。年間
活動回数は７回程度です。
◇活動日　自主事業開催日
（主に土・日曜日）
◇募集人員　50人（申し込み
多数の場合は抽選）

◇謝礼　１事業１回につき
1,000円
◇応募方法　応募用紙に必要
事項を記入のうえ、ハミング
ホールに直接お持ちいただく
か郵送またはファクスでご応
募ください。
◇受付期間　２月28日㈬まで
（郵送の場合は２月28日㈬必
着）。窓口受付時間は午前９
時から午後６時まで。なお、
２月20日㈫から23日㈮までは
臨時休館いたしますので、こ
の間は郵送またはファクスで
ご応募ください。
※サポーターになった方には、
接客業務に関する研修（４月
に実施予定）を受講していた
だきます。また、サポーター
の活動に関しては、ボランテ
ィア保険に加入します。
◇問合せ　ハミングホール☎
590‒4411、ファクス590‒4412
まで。

貸出施設のご案内
●大ホール

　さわやかな「朝もやの多摩
湖」をイメージした緞

どん

帳が印
象的な、音楽を主体とする定
員714人（うち車いす席６席）
の多目的ホールです。ゆとり
のある客席をはじめ、舞台に
は様々な公演に対応した本格
的な設備と装置をご用意して
います。
●小ホール
　柔らかいウェーブを描く壁、

お花畑をイメージした客席。
一歩足を踏み入れると、そこ
には夢の創造空間が広がって
います。小ホールは、定員300
人の多目的ホールです。客席
部分が可動式で収納できるた
め、社交ダンスの集いや、パ
ーティーのほか、様々なジャ
ンルのイベントでご利用いた
だいています。

※練習等でホールの舞台のみ
を使用する場合には、施設使
用料が半額となるお得な料金
設定もあります（附属設備等
使用料は通常どおり）。
　使用申し込み・お問い合わ
せは、ハミングホールまでお
気軽にご連絡ください。

3月の施設使用の申込み
　３月から受け付けを開始す
る施設の使用申込対象月は、
次のとおりです。
施設名 申込対象月

大・小ホール 平成20年３月
その他の施設 平成19年９月

◇調整会議　３月は１日㈭午
後１時30分から事務室で行い
ます。
◇申込期限　大・小ホールは
使用日の10日前まで、その他
の施設は使用日の３日前まで
となります（休館日は除く）。

臨時休館のお知らせ
 ２月20日㈫から23日㈮まで、
設備点検のため休館します。

自宅や店舗前の道路の雪かきにご協力ください　　雪が積もったまま凍結すると危険です！

国
民
年
金
●

だ
よ
り

ハミングホール
自主事業の

ご案内
☎590-4411

　図書館では、英語の本をはじめ、様々
な外国語の本をそろえています。
〈一般書〉
・天声人語［英文対照］　朝日新聞論説
委員室編　国際編集部訳
・日本－その姿と心－　日鉄技術情報セ
ンター著
・英語で話す日本ビジネスＱ＆Ａ　米山
司理　リチャード・ネイサン著
・アメリカの小学生が学ぶ国語・算数・
理科・社会教科書　ジェームス・Ｍ・
バーダマン編　村田薫編・訳
・日本の社会ガイドブック　日本語・中
国語対訳　李榮標編著
〈児童書〉
・りっぱな犬になる方法　バイリンガル
版　きたやまようこ作　渡辺眞子訳
・がたんごとん がたんごとん　英語版
安西水丸絵と文
本のリクエストは、電話でもできます。
お問合せは、中央図書館☎564‒2454まで。

市役所☎563－2111（代） ２００７・２・１５　❻
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